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南あわじ市商工会では、南あわじ市安全・安心と消費喚起による社会経済基盤強化事業を活用し、新型コロナウイルス感染症に

より疲弊した地域経済の活性化及び地産地消を目的に6月 13日から7月 31日、78店舗の参加で当‐ ンペーンを実施しました。
関連記事はP5ヘ
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全
議
案
を
書
面
議
決
に
よ
り
可
決
承
認

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
は
、
第
１５
回
通
常
総
代
会
を

５

月
２７
日

（水
）
午

後

３

時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
や
む
な
く
初
の
書
面
に
よ
る
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
数
２
０
０
名
の
う
ち
、
書
面
議
決
１
７
８
名
の
議
決
書
を
頂
き
ま

し
た
。

定
刻
に
至
り
、
赤
穂
秀
樹
副
会
　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
承
認
の
件

長
が
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
森
　
　
第
３
号
議
案
　
令
和
元
年
度
特
別

長
義
会
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
収
支
決
算
承

議
長
選
任
に
つ
い
て
、
西
淡
支
部
　
　
　
　
　
　
　
　
認
の
件

の
杉
本
龍
亮
氏
が
指
名
さ
れ
、
第

　
　
第
４
号
議
案
　
南
あ
わ
じ
市
商
工

１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
会
定
款
の

一
部
改

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
正
の
件

れ
ま
し
た
。
な
お
、
通
常
総
代
会

　
　
第
５
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業

に
上
程
し
承
認
さ
れ
た
議
案
は
左
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
並
び
に
収
支

記
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
設
定
の
件

第
６
号
議
案
　
令
和
２
年
度
特
別

第
１
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
　
　
　
　
　
　
　
　
会
計
収
支
予
算
設

補
正
予
算
承
認
の
　
　
　
　
　
　
　
　
定
の
件

件
　
　
　
　
　
　
　
　
第
７
号
議
案
　
令
和
２
年
度
借
入

第
２
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
限
度
額
並
び
に
借

報
告
並
び
に
収
支
　
　
　
　
　
　
　
　
入
先
承
認
の
件

最
後
に
丼
本
好
則
副
会
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、
総
代
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

令
和

２
年
度
の
予
算
規
模
は
、

一
億
六
千
七
百
五
十
三
万
円
で
、

収
入
の
内
訳
は
県

・
市
補
助
金
が

５９
％
、
会
費
手
数
料
等
が

３８
％
、

前
年
度
繰
越
額
が

３
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
支
出
の
内
訳
と
し
て
は
、

経
営
相
談
や
経
営
支
援
の
事
業
費

が

６３
％
、
地
域
振
興
の
事
業
費
が

２２
％
、
会
議
運
営
や
事
務
所
維
持

の
管
理
費
が
１４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
重
点
強
化
事
業
の
中
に

新
た
に
追
加
し
て
、
「新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。
資
金
繰
り

な
ど
の
融
資
制
度
、
一雇
用
維
持
の

た
め
の
一雇
用
調
整
助
成
金
制
度
や

最
近
で
は
持
続
化
給
付
金
等
の
相

談
支
援
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

専
門
家

（中
小
企
業
診
断
士
、
社

会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
や
税
理

士
等
）
に
よ
る
個
別
経
営
相
談
会

を
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
予
算
を

強
化
し
、
各
担
当
職
員
も
伴
走
型

支
援
を
行
い
、
会
員
事
業
者
が
持

続
的
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
支

援
体
制
を
整
え
、
会
員
事
業
者
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

事
業
計
画
内
容
を
見
直
し
個
別
相
談
対
応
に
重
点
を

南
あ
わ
じ
市
商
工
会

会
長

森

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
商

工
会
の
事
業

・
運
営
に
対
し
格
別

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
初
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
世
界
中
に
感
染
拡
大
し

て
い
る
中
、
国
内
に
お
い
て
は
感

染
者
も
少
な
く
、
例
年
通
り
、
確

定
申
告
支
援
を
行
い
、
令
和
２
年

度
の
事
業
計
画
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
３
月
１２
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
し
、
４
月
７

日
に
７
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
や
む
な
く
５
月

に
開
催
予
定
で
あ

っ
た
通
常
総
代

会
は
書
面
決
議
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
総
代

・
理
事
の
皆
様
の
ご

理
解

・
ご
協
力
に
よ
り
５
月
２７
日

に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、

事
務
局
長
が
官
地
良
幸
か
ら
松
崎

文
子
に
替
わ
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
に
は
今
ま
で
以
上
に
ご
指
導

・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
４
月
１６
日
に
全
国
に
緊

急
事
態
宣
言
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
事
業
者
に
は
休

業
要
請
が
、
個
人
に
は

「接
触
機

会
の
８
割
削
減
」
の
自
粛
要
請
が

出
さ
れ
、
観
光
産
業
や
飲
食
業
は

事
業
継
続
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
深

刻
な
経
済
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

当
商
工
会
と
し
ま
し
て
は
、
ま

ず
感
染
防
止
対
策
を
施
し
、
現
状

把
握
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
、
各
種
支
援
施
策
の
案
内

を
会
員
皆
様
に
配
布
し
、
個
別
の

経
営
相
談

・
雇
用
相
談

・
資
金
繰

長

　

義

り
相
談
な
ど
を
、
中
小
企
業
診
断

士
、
社
会
保
険
労
務
士
を
招
い
て
、

担
当
職
員
も
同
席
し
、
相
談
後
に

速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
弁
護
士
や
税
理

士
も
お
呼
び
し
て
よ
り
幅
広
い
経

営
相
談
に
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、
徐
々
に
経
済
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

す
る
以
前
の
状
況
に
回
復
す
る
ま

で
に
は
、
な
お
二
年
か
ら
三
年
の

時
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
経
済
環
境
が

大
き
く
変
化
し
、
新
し
い
生
活
様

式
の
取
入
れ
が
推
奨
さ
れ
る
等
、

先
の
見
通
し
が
見
え
な
い
中
で
す

が
、
環
境
変
化
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
新
し
い
事
業
形
態
を
模
索

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
商
工
会
と
し
ま
し
て
も
令
和
２

年
度
の
事
業
計
画
内
容
を
見
直
し
、

よ
り
個
別
相
談
の
対
応
に
重
点
を
お

き
、
会
員
皆
様
の
期
待
に
添
え
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
経
営
発
達

支
援
計
画
も
各
事
業
主
様
と
相
談

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
力
点
を
置

い
た
形
で
の
再
計
画

・
再
検
討
を
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
事

業
者
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◎フー ドロスとなつている淡路島の食材を使つた商品開発

食料自給率が 100%を超える南あわじ市で発生しているフードロスにつ
いて、地域内でカロエし、地域の付カロ価値に変えるための調査・商品開発を

実施しています。
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現在は、主に廃棄される玉ねぎを使つたカロエ

品として「たまねぎのキムチ」の試作を行つて

います。大阪の有名キムチ製造業社を見学・ア

ドバイスもいただき、商品が完成に近づきつつ

あります。

商品
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●経営発達支援計画に基づく事業の実施 (4年目)
●新型コロナウイルス感染症対策事業
●産業競争力強化法における倉」業支援事業 (6年目)
●コロナ対策のためのデジタルツール調査事業
●令/E12年度異業種交流活4生化支援事業
●働きやすい労働環境整備支援事業 (2年目)
●セミナー、講習会等受講事業者の費用支援
●集団健康診断実施

●簿記・会計ソフト研修の実施
●事業継続力強化計画・事業承継セミナーの開催

4年目となる「経営発達支援事業」、今年度は、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を考慮しをがら、地域のリーダーたる事

業所を育てるために、それぞれ 50事業所を選定して、需要動
向調査や事業計画を策定し、策定後、事業計画の実施支援を

商工会の常駐ア日 イヽザーや兵庫県立大学の力を借り、事業所

が抱える日常の経営課題に対処しつつ個別事業所の課題解決

に取組みます。

また、新規創業者 (第二倉」業含む)に対して倉」業塾を開催。
倉」業に対する知識の取得や事業計画の作成を支援、さらに事

業計画後のプラッシュアップとして個月」相談会を開催し、倉l業

者の不安の解消及びチヤレンジしやすい環境を整えます。

この経営発達支援事業は、国の「経営発達支援計画」の

認定を受けて平成 29年度から令和 3年度までの 5年計画で
実施しており、実効1生のあるものにするため、毎年外部専門

家による評価委員会を開催して次年度以降の計画に反映をし

て、PDCAを意識しつつ進めています。

たまねぎのキムチ

小松 清美
孝田  翔

前田ルミ子

大上 兵真
阿部 純己

橋本 陽子

i 新阜ゆかり 県連合会へ研修出向

職員異動置あいきつ

会員の皆様には益々のこ健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、私こと去る三月末日をもちまして南あわじ市商工会を無事退職い
たしました。
兵庫県商工会連合会での五年間も含め、三十二年FB5大過なく職責を全
うできましたことは、ひとえに会員皆様のこ指導こ支援の賜物と心より感
謝申し上げる次第です。商工会業務をこなす中で、会員の皆様と色々な
場面で働くことができた事、大変感謝しております。これからの第二の人
生を歩むにあたりこれらの貴重な経験を活かしていきたいと思つており
ます。改めて長年のご厚情に深謝し、この先も末永くこ厚誼を賜りますよ
うお願い申し上げます。
会員皆様のなお―層のこ発展とこ多祥をお祈り申し上げ、退職のこ挨
拶とさせてしヽただきます。色々 ありがとうこざいました。 宮地 良幸

今年4月より事務局長を務めさせていただくこと
になりました松崎文子と申します。
私は、旧西淡で採用され合併前に旧三原に異動と
なり以後南あわじ市商工会本所に勤務してまいりま
した。

浅学非才の身ではありますが、「商工会へ行けば
何とかなる」と会員の皆様に頼られる組織を目指し
て職員―丸となり、地域経済発展のために全力を尽
くす所存でこざいます。何とぞご指導こ鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。
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令和2年度南あわじ市商工会事務局組織体制
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経営発達支援事業
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
の
拡
大
に
よ
り
、
現

在
ま
で
の
と
こ
ろ
宿
泊
業

・
飲

食
業
を
は
じ
め
と
し
て
幅
広
い

業
種
の
事
業
者
が
売
上
減
少
や

資
金
繰
り
に
課
題
を
抱
え
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

売
上
の
減
少
へ
の
対
策
と
し

て
持
続
化
給
付
金

（国
）
、
感
染

抑
制
の
た
め
の
対
策
と
し
て
業

種
を
絞
っ
た
休
業
要
請
事
業
者

経
営
継
続
支
援
金

（県

。
市
）
、

売
上
急
減
へ
の
下
支
え
支
援
と

し
て
家
賃
支
援
給
付
金

（国
）
、

雇
用
維
持
対
策
と
し
て
雇
用
調

整
助
成
金

（国
）
や
資
金
繰
り

対
策
と
し
て
日
本
政
策
金
融
公

庫
や
信
用
保
証
協
会
を
活
用
し

た
融
資
と
い
っ
た
急
場
を
凌
ぐ

た
め
の
各
種
対
策
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た

一
方
で
、
需
要
を
喚
起

す
る
た
め
に
飲
食

・
宿
泊
業
者

で
使
え
る

「
が
ん
ば
ろ
う
南
あ

わ
じ
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
」
。
「商
店

街
お
買
物
券

。
ポ
イ
ン
ト
シ
ー

ル
事
業
」
や

「あ
わ
じ
未
来
チ

ケ
ッ
ト
」
な
ど
に
よ
つ
て
、
少

し
で
も
需
要
を
創
出
し
よ
う
と

い
う
支
援
も
実
施

・
予
定
さ
れ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
第

２

波
。第

３
波
も
予
想
さ
れ
る
中
、

コ
ロ
ナ
後
の
状
況
を
見
据
え
た

反
転
攻
勢
の
た
め
の
支
援
と
経

営
努
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
！
卜
結
果

（２
回
実
施
）

（１
回
目
令
和

２
年

４
月

９
日
回
答
数
罰
／
皿
、
２
回
目

令
和

２
年

５
月
１１
日
回
答
数

２２５
／
脚
）

前
年
同
月
比
の
売
上
が
減
少

し
た
事
業
者
は
、
回
答
者
の
う

ち

２

月

４９
％
、
３

月

６２
％
、

４

月

７４
％
ヽ
５

月

７６
％
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
し

た
場
合
に
事
業

・
経
営
を
継
続

で
き
る
か
と
い
う
質
問
に
は
、

１
回
目

・
２

回
目
と
も
に
過
半

数
が
継
続
す
る
と
回
答
し
て
い

る
が
、
廃
業
を
予
定
し
て
い
る

事
業
者
が
１
回
目
は
１
％
だ

っ

た
も
の
が

２

回
目
で
は

３
％

に
上
が
っ
て
お
り
、
長
期
化
す

る
ほ
ど
深
刻
度
が
増
す
こ
と
が

伺
え
る
。
希
望
す
る
施
策
利
用

で
は
、
融
資
制
度
２５
％

二
雇
用

調
整
助
成
金
制
度
Ю
％
と
な

っ

て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

表
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
最
近

で
は
持
続
化
給
付
金
等
の
活
用

希
望
者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
で
は
、

窓
口

・
巡
回
に
よ
る
会
員
事
業

者
の
現
状
把
握

・
課
題
抽
出

。

改
善
提
案
と
い
っ
た
伴
走
型
支

援
の
た
め
、
職
員
は
も
ち
ろ
ん

専
門
家

（中
小
企
業
診
断
士

・

社
会
保
険
労
務
士

。
税
理
士

・

弁
護
士
）
に
よ
る
個
別
相
談
会

等
も
実
施
し
て
、
会
員
事
業
者

が
持
続
し
て
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

悪
影
響
を
凌
い
だ
後
に
、
元
通

り
の
経
済

。
経
営
状
態
に
少
し

で
も
近
づ
け
、
反
転
攻
勢
に
つ

な
げ
る
た
め
、
日
々
改
善
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

令
和

２

年

５

月
売
上
実
績

（前
年
同
月
比
）

減少

/76%

明
銘
不

―
―影

響
長
期
化
の
場
合
の

経
営
継
続
に
つ
い
て

廃業●寸中
分「
で
い

新型コロナウイルス感染症に関する支援策について

●持続化給付金  https//www.meti.go.jp/cO宙 d‐ 19灼 iZOkuka― kyufukin.html

●家賃支援給付金 https://www.meti gO.jp/covid‐ 19/yachin―kyufu/index.html

●雇用調整助成金 https//www,mHw.gojp/stf/sdsakunlsdte/bunya/koyoLroudou/koyou/kyuhHn/pageL07.html

●日本政策金融公庫や信用保証協会を活用した融資
日本政策金融公庫 https//www.jfc.gojp/ 兵庫県信用保証協会 http//hosyokyokai― hyogo.orjp/

お問い合わせは南あわじ市商工会まで  TEL 0799-42-4721

2020 8.8 おのころ No.30
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°

4,5月 と新型コロナウイルス感染症の影響でほとんど営業が出来ず、売上
は 90%以上ダウンしました。キャンペーンがスタートしてからは、少しずつ
売上も回復し、普段来られない方もキャンペーンをきっかけに来店してくださ
り非常に良いアピールの機会となりました。キャンペーンが無ければここまで
の客入りは見込めなかったのでとてもありがたいです。キャンペーンが終了し
てもサービスさせていただきます。来店お待ちしております。

〒申刷口嘔 不口 良 久臀珈 _Nξ 34
新型コロナウイルス感染症の影響で、4,5月 と時間を短縮して営業
していました。現在は通常営業を再開しキャンペーンが開始してから、

テイクアウト、来店してくださるお客様が満杯で毎日とても忙しくさせ

ていただいています。和良久焼き、丸岡餃子が非常に人気がありおすす
めです。ぜひお越しください。

“
倒Л目 さつき寿し臀蟷 親と:

4、 5月と新型コロナウイルス感染症の影響で休業しており、6月から営業を再開し

ました。がんばろう南あわじキャンペーンが始まって、徐 に々客足が戻ってきている印

象です。最近では、ロコミがきっ力■ナで来店してくださる方も多く観光客の方 も々来て

くださるようになり徐々にですが日常に戻りつつあると感じています。地にぎり(地魚
10貫

)、 海鮮チラシ、鰐すき鍋が非常に人気力もります。ぜひ一度お越しください。

EL弱旧田 AMA TERRASSE ttυ翌爾粽
65‐ 2

がんばろう南あわじキャンペーンでは常連のお客様をはじめ、

初めて来店されたお客様も多く、お店の良いPRに なりました。
7月 に新たな雨天対応のバーベキュー施設をOPENし ました。
2名～団体貸切りも可能ですので詳細はお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症を契機とした 5月の
緊急事態宣言の延長等により、売上の急減に直面
する事業者の事業継続を下支えするため、地代
家賃の負担を軽減する給付金を支給します。

給付対象者 II～3を全て満たす事業者
0資本金 10億円未満の中堅・中小企業、小規
模事業者、個人事業主
● 5月～ 12月の売上高について
・1か月で前年同月比▲50%以上 または
・連続する 3か月の合計で前年同期比▲30%以上
0自 らの事業のために占有する土地・建物の賃
料を支払いしている

給付額    法人 :最大 600万円
個人事業者 :最大 300万円

家賃支援給付金コールセンター   ~~~~~
TEL 0120-653-930(平 日・土日祝日8:30～ 19:00)

新型コロナウイルス感染症拡大により、特に大きな影響
を受けている事業者に対して、事業の継続を支え、再起の
糧となる、事業全般に広く使える、給付金を支給します。
農業、漁業、製造業、飲食業、小売業、作家・俳優業な
ど幅広い業種で、事業収入 (売上)を得ている法人 個
人の方が対象となります。

給付対象者
1.新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の
売上が前年同月比で50%以上減少している事業者。
2.2019年以前から事業による事業収入 (売上)を得
ており、今後も事業を継続する意思がある事業者。
3.法人の場合は、①資本金の額又は出資の総額が 10
億円未満、又は、②上記の定めがない場合、常時使用
する従業員の数が 2000人以下である事業者。
※2019年に倉」業した方や売上が一定期間に偏在してい
る方などには 特lalがあります。
給付額
中小法人等は 200万円、個人事業者
等は 100万円  ※ただし、昨年 1年
間の売上からの減少分を上限とします。

持続化給付金事業コールセンター   0120-115-570

2020.8.8 おのころ No.30
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お客様一人一人にあったヘアスタイルを提供します。髪質、頭皮の
悩み、何でも相談してください |

代表者 /櫻 木 真 穂
南あわじ市市十一ヶ所271-7

丁EL 080-6114-5530
営業時間 9:00～ 17:00
定休日  月曜日十不定休

店名は仏語で彩りの意味。彩り豊かなお菓子をご用意しております。

代表者/池 田 彩 子
南あわじ市榎列松田733‐24
クリスタルパレス202
TEL Oフ 99-38-6262
営業時間 10i30～ 19i00
定休日 火、水曜日(不定休)
lnstagram colo「 is_awali

ヒプノセラピーという心理療法を使つてカウンセリングをしています。

代表者 /岩 本 真 樹
南あわじ市津丼
TEL 080-3272-8918
定休日 土・日 祝日

HP   http//anichain com/
ブログ httpsi〃ameblojpttanichain

車ノヽイク・船のボディ磨きコーティングゴルフクラフコーティングハウスフロ
アコーティングなどもしています。お気軽に
お問い合わせ、ご来店お待ちしております。

代表者/藤 原   稜
南あわじ市八木養宜上928-1
丁EL 090‐ 9257-0526
営業時間 9:00～ 17:00
定休日  日曜日

アーバンで寛げる雰囲気の贅沢な大人の美容室。キッズルーム完備。

代表者 /飛 田 紘 志
南あわじ市榎列西川87‐ 101
丁EL 0799-43-5202
FA× 0799-43-5202
URLアプリからも予約できます。
「tokinosou」 で検索。
営業日寺間 10:00-19:00
定休日  月曜日

今、流行中のセルフエステをしております。よろしくお願い致します。

代表者 /小 磯 久美子
南あわじ市神代国衛1087
みやたけビル
TEL Oフ 99-53-6363
FAX 0799-53-6363

営業時間 10:30～ 18:00撮終受付)
定休日  木、日曜日l■曜は前日までの

予約のみ)

ファミリーを中心とした地元のお客様に愛されるお店を目指します。

代表者 /河 崎 秀 典
洲本市宇山1丁目456
TEL(本社)0799-23‐3000
FA×   0799-23-3001

営業時Fo0 1 1100～ 15:00(1400ラ ストオーダ )
17:00-22130(2200ラストオーダー)

土日祝  11:00～ 2230(2200ラストオーダ )

定休日 年中無休

福良で水産卸業をしています。面白いことをやっていきたいですね。

代表者/窪 田 耕 ―
南あわじ市福良丙356‐20

丁EL Oフ 99-52-0484
FAX 0799-52-0484
営業時間 10:OO～ 17:00
定休日  火曜日

奈良県から夫婦で|ターン移住。真心でサービス提供に努めます。

代表者 /山 本   浩
南あわじ市津丼2167
丁EL 0799‐ 20-7922
FA× 0799-20-7922
営業時間 24時間
定休日  不定休

本のぬくもりと動線設計をお届けいたし意す。

代表者 /鈴 木 一 徳
南あわじ市阿万吹上町753

丁EL 090-5151-4118
FA× Oフ99-55-0401
営業時間 8:00～ 17:OO

cerislert(スリジェ) 00LORIS(コロリス)

R‐SttYLE(ァールスタイル)

twin (y.(>)

クボタ水産

けんちく屋

LaniGhain(=-7--)t)

toki no sou r時」の想

グッドビープルlRl師面国衛店・かツ泉)

トマト介護・福祉タクシー
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